
⑦ 

    

　
　
　
　
北
関
東
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
中
通

り
大
橋
線
・
桐
生
大
橋
線
の
早

期
完
成
、
群
馬
大
学
工
学
部
を

中
心
に
設
立
さ
れ
る
（
仮
称
）

北
関
東
産
学
官
研
究
会
へ
の
支

援
、
そ
し
て
、
環
境
保
全
の
推

進
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
高
度

情
報
化
へ
の
対
応
等
の
施
策
を

重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。 

　 
   

　
　
　
　
桐
生
市
行
財
政
運
営

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
桐
生
市
の
新
た

な
大
綱
で
あ
り
、
①
新
公
共
経

営
へ
の
取
り
組
み
②
市
民
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
③
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
④
事
務
事

業
の
見
直
し
⑤
分
権
型
の
人
材

育
成
を
五
つ
の
柱
と
し
て
、
五

か
年
を
目
途
に
改
革
を
進
め
る

考
え
で
あ
る
。 

    

　
　
　
　
平
成
十
三
年
度
予
算

に
お
け
る
税
収
は
、
前
年
度
比

で
約
一
億
三
千
六
百
万
円
、
約

一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
収
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、

法
人
市
民
税
の
約
一
億
七
千
八

百
万
円
、
約
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ

り
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
等
は
前
年
並
み
で
、
個
人
市

民
税
に
つ
い
て
は
若
干
の
減
収

を
見
込
ん
で
い
る
。
　
　
　
　 

     

　
　
　
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
ア
ド
バ
イ

ス
コ
ー
ナ
ー
を
包
括
す
る
形
で
、

新
た
に
登
録
顧
問
団
が
設
置
さ

れ
、
大
学
の
先
生
や
弁
護
士
、

弁
理
士
等
に
よ
る
企
業
へ
の
総

合
的
な
支
援
・
協
力
体
制
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
北
関

東
地
区
の
産
学
官
連
携
の
推
進
、

地
域
産
業
の
振
興
、
大
学
の
教

育
研
究
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。 

     

　
　
　
　
育
児
・
介
護
の
支
援

を
し
て
ほ
し
い
人
と
、
支
援
し

た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
地
域

で
助
け
あ
っ
て
、
短
期
的
、
補

助
的
な
育
児
・
介
護
の
支
援
活

動
を
行
な
う
も
の
で
、
同
セ
ン

タ
ー
の
主
な
業
務
は
会
員
間
の

育
児
・
介
護
の
あ
っ
せ
ん
と
な

る
。
桐
生
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
事
業
委
託
し
、
今
年
の
五

月
に
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
予

定
で
あ
る
。 

　平成１３年度一般会計予算及び水 

道事業会計予算は、それぞれ賛成多 

数で原案のとおり可決しました。 

１０事業の特別会計予算については、 

交通災害共済事業特別会計予算が全 

員賛成で原案のとおり可決し、その 

他の９特別会計予算は賛成多数で原 

案のとおり可決しました。 

　なお、平成１３年度予算を可決す 

るにあたっては、各会派代表の議員 

（５人）が総括質疑を行うとともに、 

予算特別委員会（委員１３人で構成） 

を設置し、２日間にわたり、慎重に 

審査を行いました。総括質疑におけ 

る、主な質疑に対する市当局の答弁 

は、次のとおりです。 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

賛 成 討 論  
　日本の景気がさらに失
速の気配を強め、桐生市
も厳しい財政運営を強い
られている状況であるが、
市有施設改修事業、北関
東自動車道のアクセス道
路等、市民福祉に重点を
おいたきめ細かい予算編
成がなされている。21世
紀の市民福祉の向上を実
現するために、今日の財
政状況を踏まえ、創意工
夫を凝らしながらの健全
で活力ある予算編成であ
り、評価できる。 

反 対 討 論  

賛 成 討 論  

反 対 討 論  
　新年度予算の市民アパ
ート建設、おりひめバス
上菱線の運行開始等の前
進面は評価できるが、多
くの課題があるため反対
する。介護保険の利用料
負担の軽減を行うべきで
ある。特別養護老人ホー
ムの入所待機者の抜本的
改善が必要である。国保
税の引き上げは低所得者
への新たな負担増と滞納
増加の要因となる。教育
では30人学級を早期に実
現すべきである。 

予算を可決 

請
願
・
陳
情
の 

審
査
結
果 

請
願
・
陳
情
の 

審
査
結
果 

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
請
願
二

十
一
件
、
陳
情
二
件
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
請
願
一
件
・
陳

情
一
件
が
次
の
と
お
り
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
請
願
二
十
件
、

陳
情
一
件
は
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
議

会
は
、
採
択
と
な
っ
た
請
願
第

二
十
七
号
に
係
わ
る
意
見
書
提

出
を
決
定
し
ま
し
た
。
（
意
見

書
は
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

   

第
二
十
七
号 

　
桐
生
市
農
業
の
持
続
的

発
展
に
関
す
る
請
願 

 

　
採
　
択
　
（
全
員
賛
成
） 

   

第
三
号 

　
新
桐
生
桜
並
木
の
街
路

灯
設
置
に
関
す
る
陳
情 

 

　
採
　
択
　
（
全
員
賛
成
） 

請 

願 

陳 

情 

平
成
十
三
年
度
予
算 

の
重
点
施
策
は 

「
桐
生
市
行
財
政
運 

営
ビ
ジ
ョ
ン
」と
は 

市
税
収
入
の 

　
　
　
見
込
み
は 

「
北
関
東
産
学
官
研
究
会
」 

に
期
待
す
る
こ
と
は 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

セ
ン
タ
ー
」と
は 


